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11/8(火)大阪
ＳＲＣ研修コース

11月開催 連続講座

入門セミナー２

◆日 程 ２０１６年１１月８日（火） 受付13：00より 開演13：30 終了17：30

◆会 場 エル・おおさか （大阪府立労働センタ ） 7階 会議室701

◆主催 株式会社 応用社会心理学研究所 ◆後援 公益社団法人 国際経済労働研究所

◆会 場 エル・おおさか （大阪府立労働センター） 7階 会議室701
住所：〒540－0031 ⼤阪市中央区北浜東３－14
アクセス： 京阪・地下鉄⾕町線「天満橋駅」より⻄へ300m

◆対 象 労働組合 支部執行委員以上（推奨）

◆参加費 正会員：１８，０００円 一般：１９，０００円
※参加費は１組織（３名様まで）あたりの金額です。

※４名以上でお申し込みの場合は、事務局までお問い合わせください。

～ＯＮ・Ｉ・ＯＮ２ 参加関与型の組織を目指す運動～

戦後の労働運動の理論枠組みを提供してきた(公社)国際経済労働研究所が、25年以上にわ

たり発信し続けているＯＮ Ｉ ＯＮ２プロジ クトは 現状の組合のあり方に警鐘を鳴らたり発信し続けているＯＮ・Ｉ・ＯＮ２プロジェクトは、現状の組合のあり方に警鐘を鳴ら

し、組合という組織を自らがメンバーとして参加し関わる「参加関与型組織」として

再生していくことを目指す運動です。その始まりは1990年、組合員の組合離れを解決すべく、

複数の組合と研究所とで開催したＯＮ・Ｉ・ＯＮ研究会でした。

「組合の求心力が失われてきている」「組合員が受身のお客様になってしまっている」

「組合の理念や意義が失われてきている」…組合の運動理念を再構築し、ＵＩ（ユニオン・

アイデンティティ）を確立する運動のために、研究所では組合の活動を「組合への関

与」を軸に再点検し 関与型の活動を展開することで 組合を「参加関与型」の組織与」を軸に再点検し、関与型の活動を展開することで、組合を「参加関与型」の組織

に変えていくという考え方を発信したのです。

～「組合関与」向上を目指して～

「組合への関与」 ―――組合員が本当に何とかしたい問題、叶えたい夢を実現するために、同じ志を持つ人たち

が集まって活動を展開していく、組合はそのためのステージである。ＯＮ・Ｉ・ＯＮ２では組合員の組合への受け

身の意識を、このように変えることを目指しています。それは、職場内外の問題を人任せにせず、自分たちの

会社を自分たちでよくしていこうという組合員を増やしていくことに他なりません。

「組合への関与」を高めていくということはどういうことなのか、それは会社組織、風土に対してどのような意

味を持つのか、そして関与の高い組合員を育むことは、社会にとってどんな意味があるのか。

本講演会では、ＯＮ・Ｉ・ＯＮ２の基本的な考え方、ＯＮ・Ｉ・ＯＮ２調査のデータをもとにした研究

や各産業の組織との議論からの最新の知見などをご紹介いたします。

講演会の特徴
１．納得性の高い講義内容

明快な論理展開、データによる裏付けには定評があります。

２．組合の新たな可能性への気づきが得られる

これからの労働組合、労働運動のあり方を改めて考えるきっかけとしていただける内容です。

講演会の特徴



１．社会心理学についての概論

労働組合を見つめ直すための有効な視点を学ぶ

２．労働組合の現状

組合員 組合離れ なぜ起 か？

講演内容

（公社） 国際経済労働研究所

常勤理事 兼 統括研究員

八木 隆一郎

講師紹介約360組織
240万人の

組合員意識調査
のデータからの

研究成果を
一部ご紹介

組合員の組合離れはなぜ起こるのか？

３．組織改造のための関与と評価

活動につながる調査のコツと調査データの活用方法

４．日本的企業文化と労働組合

会社はカネのかたまりか？ヒトのかたまりか？

ヒト重視の企業統治を担う、労働組合の役割を理解する

５．組合関与の広がり

社会⼼理学者。動機づけ、⼈間関係、組合関与など研究分
野は多岐にわたる。全国の主要労働組合が参加した「国際経
済労働研究所第30回共同意識調査ＯＮ・Ｉ・ＯＮ２」をま
とめ、ＯＮ・Ｉ・ＯＮ研究会などの研究グループを主宰。
研究の傍ら、⼤学で経営⼼理学、社会⼼理学などの教鞭をと
る。⽇本社会⼼理学会では⾃主シンポジウム「社会⼼理学に
おける『産・労・学』協同の可能性」を研究会メンバーとともに発

■お申込み⽅法
・下記に必要事項を御記⼊のうえ、FAXまたはメールにてお申込ください。メールの場合は、必要事項を転記またはPDFファイルにして送信してください。
・お申込確認、振込先については、メールにてご連絡いたします。参加費につきましては、所定の期⽇までに指定⼝座にお振り込みください。
■定員 30名 ※最少催⾏⼈数に満たない場合は、延期／中⽌する場合がございます。あらかじめご了承ください。

顧客や社員にも、満足からエンゲージメント（関与）が問われる

ようになってきた今、関与型組織としての労働組合のあり方を

再確認する

おける『産 労 学』協同の可能性」を研究会メンバ とともに発
表。学会関係者のみならず産業界・労働界からも注⽬を集め
た。著書に『成熟世界のパラダイムシフト』（共著・啓⽂社・
1992）など。

■ご注意
・録⾳、録画機器のお持込はご遠慮ください。
・レジュメは会場でお渡しします。参加者以外の⽅への配布はいたしかねますので、ご了承ください。
■キャンセル規定
・参加者様のご都合によるお取り消しの場合、講演会当⽇より14⽇前までのキャンセルに関しましては、参加費を全額返⾦いたします。（振込⼿数料は
お客様負担）
・講演会当⽇より13⽇前〜当⽇に、キャンセルの場合は全額をキャンセル料として申し受けます。
・代理の⽅への変更、もしくはご都合がつかない場合は、事務局まで、事前にご連絡くださいますようお願いいたします。

組織名
（いずれかに○）

正会員 ・ 一 般
申込み

連絡先
住所 〒

TEL FAX

参加される⽅
に○印をご記
⼊ください

↓

※正会員とは、国際経済労働研究所の正会員を指します
11/8(火)大阪

担当者
役職

氏
名

ふりがな

E-mail アドレス（必須） ＠

役職
氏
名

ふりがな

（男 ・ 女）

参加者 役職
氏
名

ふりがな

（男 ・ 女）

役職
氏
名

ふりがな

（男 ・ 女）

参加者 計
【ご注意】 受付後、確認メールをお送りしますので、ご担当者様のメールアドレスを必ずご記入ください。

参加者 計 名

［事務局］ 株式会社 応用社会心理学研究所（アスペクト）
〒５４０－００３１ 大阪市中央区北浜東１－８ 北浜東森田ビル５階

TEL：０６－６９４１－２１７１ FAX：０６－６９４１－２０８１
Email： seminar2@aspect-net.co.jp


